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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第22期
第１四半期
累計期間

第23期
第１四半期
累計期間

第22期

会計期間

自平成22年
６月１日
至平成22年
８月31日

自平成23年
６月１日
至平成23年
８月31日

自平成22年
６月１日
至平成23年
５月31日

売上高（千円） 252,059 714,6751,213,080

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△14,057 90,568 85,057

四半期（当期）純利益又は四半期純

損失（△）（千円）
△21,252 90,728 131,208

持分法を適用した場合の投資損失

（△）（千円）
△8,768 △201 △12,888

資本金（千円） 780,221 781,317 781,317

発行済株式総数（株） 57,979 58,079 58,079

純資産額（千円） 1,178,2221,399,4661,332,785

総資産額（千円） 1,427,7441,542,1091,895,693

１株当たり四半期（当期）純利益金

額又は四半期純損失金額（△）

（円）

△387.27 1,650.182,389.34

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ 1,598.742,350.48

１株当たり配当額（円） － － 450

自己資本比率（％） 82.4 90.6 70.2

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。　

３．第22期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在す

るものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

EDINET提出書類

シンワアートオークション株式会社(E05450)

四半期報告書

 2/15



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書

に記載した事業等のリスクにおいて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。　

（１）業績の状況　

当第１四半期累計期間（平成23年６月１日～平成23年８月31日）におけるわが国の経済は、３月の東日本大震災後

の正常化への懸命な努力により持ち直しの傾向が見られたものの、福島第一原子力発電所事故の影響による電力供給

の制約、欧州の財政危機問題や米国の景気停滞懸念を背景とする急激な円高や株価の変動などにより、景気が下押し

されるリスクが高まってきており、先行き不透明感は、より一層強いものとなっております。

　このような環境の下、当社は引き続き徹底したコスト管理のもと高額美術品を中心とした優良作品のオークション

への出品及び富裕層を中心とした美術品コレクターのオークションへの参加促進に努めてまいりました。

その結果、当第１四半期累計期間は、取扱高1,314,812千円（前第１四半期比22.9％増）、売上高714,675千円（同

183.5％増、内商品売上高575,598千円（前第１四半期比542.4%増））と前年同期比で伸張することができました。当

第１四半期は、主力の近代美術オークションで取扱高が減少となりましたが、近代陶芸オークション及びその他オー

クション（Bags/Jewellery&Watchesオークションを１回開催、前第１四半期はJewellery&Watchesオークションを１

回開催）で前第１四半期を上回る実績となり、また特別オークション（長谷川利行コレクション）の開催及びプライ

ベートセールの増加により、業績を伸張することができました。なお、取扱高の増加に対し、売上高が大幅に増加と

なっているのは、プライベートセール及びその他事業での商品売上高の増加によるものであります。

利益面におきましては、経常利益90,568千円（前第１四半期は14,057千円の損失）、四半期純利益90,728千円（前

第１四半期は21,252千円の損失）と前第１四半期の経常損失から利益計上へ大きく伸張することができました。　

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題　

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

（３）研究開発活動

該当事項はありません。　

（４）生産、受注及び販売の実績

  当第１四半期累計期間において、売上高が著しく増加しております。これはプライベートセール及びその他事業で

の商品売上高の増加によるものであります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 180,000

計 180,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年８月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成23年10月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 58,079 58,079

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式で

あります。なお単元株制度は

採用しておりません。

計 58,079 58,079 ― ―

 

　

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年６月１日～

平成23年８月31日　
― 58,079 ― 781,317 ― 386,067

 

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成23年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。　

①【発行済株式】

 平成23年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  3,098 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 54,981 54,981 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 58,079 － －

総株主の議決権 － 54,981 －

 

②【自己株式等】

 平成23年８月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

シンワアートオーク

ション株式会社　

東京都中央区銀座

７－４－12　
3,098 － 3,098 5.33

計 － 3,098 － 3,098 5.33

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。

 

 

 

 

EDINET提出書類

シンワアートオークション株式会社(E05450)

四半期報告書

 5/15



第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期会計期間（平成23年６月１日から平成23

年８月31日まで）及び当第１四半期累計期間（平成23年６月１日から平成23年８月31日まで）に係る四半期財務諸

表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は連結子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年５月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 458,872 798,481

売掛金 51,752 －

オークション未収入金 15,120 2,686

商品 687,348 296,408

前渡金 472,869 321,665

その他 148,739 63,727

貸倒引当金 △108 △12

流動資産合計 1,834,596 1,482,957

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 15,232 13,053

車両運搬具（純額） 1,139 934

工具、器具及び備品（純額） 2,648 2,412

有形固定資産合計 19,020 16,399

投資その他の資産

その他 73,284 73,840

貸倒引当金 △31,207 △31,088

投資その他の資産合計 42,076 42,752

固定資産合計 61,097 59,151

資産合計 1,895,693 1,542,109

負債の部

流動負債

買掛金 559 439

オークション未払金 3,174 7,536

短期借入金 440,000 －

未払法人税等 3,939 1,560

賞与引当金 17,179 8,824

役員賞与引当金 18,292 10,338

その他 54,613 87,144

流動負債合計 537,758 115,842

固定負債

退職給付引当金 25,150 26,800

固定負債合計 25,150 26,800

負債合計 562,908 142,642
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年５月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 781,317 781,317

資本剰余金 386,067 386,067

利益剰余金 250,909 316,896

自己株式 △87,856 △87,856

株主資本合計 1,330,438 1,396,425

新株予約権 2,346 3,041

純資産合計 1,332,785 1,399,466

負債純資産合計 1,895,693 1,542,109
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成22年６月１日
　至　平成22年８月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年６月１日
　至　平成23年８月31日)

売上高 252,059 714,675

売上原価 126,466 433,894

売上総利益 125,592 280,781

販売費及び一般管理費 136,339 187,938

営業利益又は営業損失（△） △10,746 92,843

営業外収益

受取利息 301 79

受取保険金 － 1,474

受取保管料 1,011 －

その他 389 329

営業外収益合計 1,701 1,884

営業外費用

支払利息 1,104 871

為替差損 3,908 3,192

その他 － 95

営業外費用合計 5,012 4,159

経常利益又は経常損失（△） △14,057 90,568

特別利益

貸倒引当金戻入額 692 －

未払配当金戻入益 561 500

特別利益合計 1,253 500

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 8,225 －

特別損失合計 8,225 －

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △21,029 91,068

法人税、住民税及び事業税 222 340

法人税等合計 222 340

四半期純利益又は四半期純損失（△） △21,252 90,728
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【追加情報】

　　

当第１四半期累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成23年８月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成23年８月31日）

季節的変動要因

当社の事業構造として、オークションが第２四半期及

び、第４四半期に多く開催される傾向があるため、四半

期会計期間別の業績には季節的変動があります。

季節的変動要因

　　　　　　同　　左

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期間に係

る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成23年８月31日）

減価償却費 3,208千円 2,620千円

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）

配当に関する事項

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成23年６月１日　至　平成23年８月31日）

配当に関する事項

配当金支払額

　　（決議）　 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年８月30日

定時株主総会
普通株式 24,741 450平成23年５月31日平成23年８月31日利益剰余金
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（持分法損益等）

１．関連会社に関する事項　

　
前事業年度

　（平成23年５月31日）

当第１四半期会計期間

（平成23年８月31日）

関連会社に対する投資の金額　 3,390千円 3,390千円

持分法を適用した場合の投資の金額　 3,390千円 1,852千円

　

　

前第１四半期累計期間

（自　平成22年６月１日

　至　平成22年８月31日）

当第１四半期累計期間

（自　平成23年６月１日

　至　平成23年８月31日）

持分法を適用した場合の投資損失の金額（△）　 △8,768千円 △201千円

　

　　

２．開示対象特別目的会社に関する事項

　該当事項はありません。

　

　

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自平成22年６月１日　至平成22年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）　

　

報告セグメント
その他

（注）2
合計近代美術

オークション

近代陶芸

オークション

近代美術PartⅡ

オークション

その他　

オークション

(注）1　

プライベート

セール　
計

売上高 117,69711,79816,8355,347　 75,557　 227,23524,823252,059

セグメント

利益
99,751 6,741 11,6191,447　 290　 119,8505,742125,592

（注）１．「その他オークション」の区分には、Jewellery&Watchesオークションの結果を記載しております。

２．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、交換会等での販売及び貸会場事業

等を含んでおります。　

　　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）　

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 119,850　

「その他」の区分の利益 5,742　

全社費用（注） △136,339　

四半期損益計算書の営業損益 △10,746　

　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

　　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　
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Ⅱ　当第１四半期累計期間（自平成23年６月１日　至平成23年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）　

　

報告セグメント
その他

（注）2
合計近代美術

オークション

近代陶芸

オークション

近代美術PartⅡ

オークション

その他　

オークション

(注）1　

プライベート

セール　
計

売上高 74,64014,07614,52722,280　 415,556　 541,081173,594714,675

セグメント

利益
64,038 8,583 10,65514,780　 116,305　 214,36366,418280,781

（注）１．「その他オークション」の区分には、Bags/Jewellery&Watchesオークション、長谷川利行コレクションの結果

を記載しております。

２．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、交換会等での販売及び貸会場事業

等を含んでおります。　

　　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）　

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 214,363　

「その他」の区分の利益 66,418　

全社費用（注） △187,938　

四半期損益計算書の営業損益 92,843　

　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

　　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成23年８月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額（△）
△387円27銭 1,650円18銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△21,252 90,728

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期

純損失金額（△）（千円）
△21,252 90,728

普通株式の期中平均株式数（株） 54,877 54,981

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 1,598円74銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） － 1,769

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

──　 ──

（注）前第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１

株当たり四半期純損失のため記載しておりません。

　

　　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

　

　 

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年10月14日

シンワアートオークション株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 滝口　隆弘　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石田　勝也　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシンワアートオー

クション株式会社の平成23年６月１日から平成24年５月31日までの第23期事業年度の第１四半期会計期間(平成23年６月

１日から平成23年８月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成23年６月１日から平成23年８月31日まで)に係る四半期財

務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ

る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、シンワアートオークション株式会社の平成23年８月31日現在の財政状態及び同日

をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において

認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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